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た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
職
員
給
与
条
例
及
び
逗

子
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

（
全
員
賛
成
）

令
和
４
年
人
事
院
の
給
与
勧
告

及
び
近
隣
各
市
の
職
員
給
与
の
状

況
等
を
勘
案
し
、
本
市
一
般
職
職

員
の
給
料
月
額
及
び
勤
勉
手
当
に

つ
い
て
改
正
す
る
と
と
も
に
、
地

方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
定
年
引
上
げ

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

▼
逗
子
市
小
児
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
修
正
可
決
（
全
員
賛

成
）

小
児
の
健
康
増
進
及
び
健
全
育

成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
所
得
制
限

を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
所
得
制

限
を
設
け
た
う
え
で
、
対
象
年
齢

を
満
１8
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
引
き
上
げ
る

に
当
た
り
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お

こ
の
議
案
に
対
し
て
、
修
正
案
２

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
眞
下
政

次
議
員
ほ
か
５
名
か
ら
、
満
１8
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

上
で
、
策
定
手
続
き
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

▼
逗
子
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
職
員

の
定
年
引
上
げ
に
つ
い
て
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
つ
い
て
…
原
案

可
決
（
全
員
賛
成
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
係

条
例
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は
２
２

９
億
１
１
６
３
万
９
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

▼
逗
子
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…

原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
同
法
の
施
行

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
逗
子
市
総
合
計
画
策
定
条
例
及

び
逗
子
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

決
（
賛
成
多
数
）

総
合
計
画
中
期
実
施
計
画
策
定

に
当
た
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
一
体
化
す
る

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

令
和
４
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、
電
力
、

ガ
ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に

よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家

計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
て
、
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
一
世
帯
あ
た
り
５

万
円
を
支
給
す
る
経
費
と
し
て
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
生

活
支
援
金
支
給
事
業
３
億
２
７
２

１
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
庫
支
出
金

等
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で

一般会計補正予算など19議案を可決
小児の医療費の助成に関する条例の一部改正については修正可決に

第４回定例会（10月31日～11月17日）

令
和
４
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
１０
月
３１
日
か
ら
１１
月
１７
日
ま
で
の
１8
日
間
の
会
期
で
開

会
し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
小
児
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
等
対
策
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

支
援
金
給
付
事
業
な
ど
の
増
額
等
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

、
継
続
審
査

に
な
っ
て
い
た
令
和
３
年
度
一
般
会
計
並
び
に
３
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
認

定
な
ど
市
長
提
出
の
１９
議
案
の
ほ
か
陳
情
８
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
１8
件
を

原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
認
定
・
同
意
し
、
１
件
を
修
正
可
決
、
陳
情
５
件
を
了
承
、
３
件
を

不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
１５
日
、
１６
日
、
１７
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
１３
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
５
件
を
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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４
０
２
７
万
６
０
０
０
円
増
額

し
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予

算
額
を
５
５
８
万
円
減
額
す
る
も

の
で
す
。

人

事

案

件

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
…
同
意
（
全
員
賛
成
）

氏
名

大
久
保
龍
太
氏[

再
任]

任
期

４
年

議
員
の
失
職

令
和
４
年
１２
月
４
日
、
長
島
一

由
議
員
が
逗
子
市
長
選
挙
へ
立
候

補
し
た
こ
と
に
伴
い
、
公
職
選
挙

法
第
９０
条
の
規
定
に
よ
り
、
同
日

付
け
で
議
員
を
失
職
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
本
市
議
会
の
議
員
数

は
１６
名(

定
数
１７
名)

と
な
り
ま
し

た
。

５
万
１
０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
庫
支
出

金
等
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は

６
５
億
４
５
８
５
万
１
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
逗
子
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
等
の
増
減
調

整
及
び
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
う

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
等
の
電
気
料

金
予
算
不
足
に
よ
り
、
収
益
的
収

入
の
予
算
額
を
７
２
９
万
４
０
０

０
円
、
収
益
的
支
出
の
予
算
額
を

を
減
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
見

合
う
歳
入
は
、
所
要
の
財
源
を
措

置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
の
総
額
は
１
３
億
４
８
５
０
万

２
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
逗
子
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

成
）

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
職
員
給
与
費
等
１
６
２
４

万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
不
足

見
込
額
と
し
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
給
付
事
業
３
７
９
０
万
円
等

を
増
額
し
歳
出
の
合
計
は
２
３
１

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
に
伴
い
、

接
種
期
間
が
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
延
長
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
接

種
体
制
の
継
続
に
要
す
る
経
費
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
２
億
７
７
６
万

１
０
０
０
円
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
出
の
合
計
は
５
億
７
１
１
万
８

０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、
そ
れ

に
見
合
う
歳
入
は
国
庫
支
出
金
及

び
繰
越
金
な
ど
を
増
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

の
総
額
は
２
３
４
億
１
８
７
５
万

７
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
逗
子
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
…
原
案
可
決
（
賛

成
多
数
）

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
増
減
調
整
に
よ
り
職
員
給

与
費
１
２
７
万
７
０
０
０
円
を
減

額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
見
合
う

歳
入
は
、
所
要
の
財
源
を
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の

総
額
は
６
５
億
７
６
２
５
万
９
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
逗
子
市
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
…
原
案
可
決

（
全
員
賛
成
）

今
回
の
補
正
は
、
人
事
異
動
等

に
伴
う
増
減
調
整
に
よ
り
職
員
給

与
費
等
１
０
０
９
万
８
０
０
０
円

３１
日
ま
で
に
あ
る
者
に
つ
い
て
も

所
得
要
件
を
廃
止
す
る
委
員
会
修

正
案
が
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
野
和
之
議
員

ほ
か
１
名
か
ら
、
可
決
さ
れ
た
修

正
案
に
加
え
、
医
療
機
関
の
窓
口

負
担
を
１
回
５
０
０
円
等
と
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
逗
子
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

（
全
員
賛
成
）

民
法
の
成
年
年
齢
に
対
応
す
る

た
め
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

提
案
等
に
お
け
る
市
内
に
住
所
を

有
す
る
者
等
の
年
齢
要
件
を
改
め

る
と
と
も
に
、
宅
地
造
成
等
規
制

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
所
要
の
字
句
の
整
理
等

を
行
う
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

▼
令
和
４
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
…
原
案

可
決
（
全
員
賛
成
）

今
回
の
補
正
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供

す
る
事
業
者
に
対
し
支
援
金
を
交

付
す
る
経
費
と
し
て
、
物
価
高
騰

等
対
策
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

支
援
金
給
付
事
業
４
３
５
２
万
８

０
０
０
円
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

市議会第４回定例会日程概要
10月26日 議会運営委員会（議事日程等協議）

31日 本会議 (第１日)会期を１１月１７日までの１8
日間と決定、一部議案の採決、議案等委員
会付託

11月1日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・
採決）

4日 総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

8日 決算特別委員会（総括結論）
基地対策特別委員会（調査）

14日 議会運営委員会（追加案件協議）

15日 本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、
陳情審査の結果報告、一般質問

16日 本会議（第３日）一般質問

17日 本会議（第４日）一般質問、追加議案の採決、
意見書案の採決
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▼
令
和
３
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
…
認
定
可
決(

賛
成

多
数)

▼
令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
…
認
定

可
決(

賛
成
多
数)

本
会
議
で
の

意

見

討

論

１１
月
１５
日
の
本
会
議
に
お
け
る

令
和
３
年
度
決
算
議
案
の
採
決
に

先
立
ち
、
次
の
よ
う
に
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
の
決
算
に
反
対
の
立

場そ
れ
ま
で
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
が
存
在
し
な
か
っ
た
本
市
に
お

い
て
い
じ
め
が
発
覚
し
、
令
和
３

年
１２
月
、
教
育
委
員
会
は
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
に
こ
の
事
案
を

諮
問
。
令
和
４
年
５
月
に
答
申
を

受
け
た
。
被
害
児
童
と
そ
の
保
護

者
は
本
決
算
年
度
中
３
６
５
日
、

大
変
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と

と
お
察
し
申
し
上
げ
る
。
こ
の
事

案
に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
子
供
周
辺
環
境
の
変
化
や
状
況

て
、
子
供
の
周
辺
環
境
の
健
全
を

果
た
し
て
我
々
は
守
れ
る
の
か
。

改
め
て
検
証
し
、
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
以
上
の
理
由
を
も

っ
て
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
決

算
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
対
し
、
観
察
と
調
査
、
各
機
関

に
よ
る
情
報
共
有
は
必
須
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
変

化
や
状
況
を
ふ
か
ん
し
、
各
方
面

へ
働
き
か
け
る
べ
き
青
少
年
問
題

協
議
会
は
、
令
和
２
年
度
は
開
催

さ
れ
ず
、
令
和
３
年
度
は
書
面
開

催
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で
提
示

さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
化

も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
い
じ
め
や

不
登
校
と
い
っ
た
教
育
現
場
で
の

問
題
は
、
現
場
で
の
信
頼
に
基
づ

く
指
導
と
同
時
に
、
多
様
な
人
材

や
機
関
と
の
組
織
的
取
組
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
総
合
計
画
に
も

あ
る
と
お
り
だ
が
、
市
長
が
座
長

を
務
め
る
こ
の
青
少
年
問
題
協
議

会
で
市
長
部
局
と
教
育
部
局
、
警

察
等
を
含
め
た
オ
ー
ル
逗
子
に
よ

る
情
報
の
共
有
と
対
策
が
な
さ
れ

た
の
か
、
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

い
じ
め
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
誰
に
も
明
ら
か

な
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
幸

も
重
な
り
守
れ
な
か
っ
た
状
況
を

我
々
は
重
く
受
け
止
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
小
学
生
約
２
６
０
０

人
、
中
学
生
約
１
１
０
０
人
。
コ

ロ
ナ
禍
に
限
ら
ず
非
常
時
に
お
い

市
議
会
第
３
回
定
例
会
９
月
９

日
の
本
会
議(
第
２
日)

に
お
い

て
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
の
選
任
を
行
い
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
並
び
に
国
民
健
康
保

険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

介
護
保
険
事
業
の
３
特
別
会
計
及

び
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
議
案

を
付
託
し
、
特
別
委
員
会
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
議
案
が
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
っ
た
た
め
、
今

定
例
会
で
引
き
続
き
審
査
が
行
わ

れ
１１
月
１５
日
の
本
会
議(

第
２
日)

に
お
い
て
、
全
会
計
の
決
算
議
案

を
認
定
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
結
果

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
…
認

定
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
…
認
定
可
決

(

賛
成
多
数)

▼
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
…
認
定
可
決

（
賛
成
多
数
）

令 和 3 年 度 決 算 総 括 表 （単位：円）

区　分

会計別

決　　　　算　　　　額

歳　　　　入 歳　　　　出 収 支 差 引 額

一 般 会 計 27,024,701,969 24,696,191,529 2,328,510,440

特 別
会 計

国民健康保険事業 6,336,801,993 6,144,253,125 192,548,868

後期高齢者医療事業 1,354,280,902 1,316,022,734 38,258,168

介 護 保 険 事 業 6,564,999,936 6,309,835,885 255,164,051

計 14,256,082,831 13,770,111,744 485,971,087

合 計 41,280,784,800 38,466,303,273 2,814,481,527

企 業
会 計 下 水 道 事 業 2,307,371,011 2,755,632,358 △448,261,347

【備考】 企業会計は、収益的収支と資本的収支の合計。資本的収支差引不足額は、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金で補填しました。なお、不足す
る額は、当年度同意済企業債の未発行分をもって翌年度に措置します。

令
和
3
年
度
一
般
会
計
・
3
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
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と
こ
ろ
で
あ
る
。
徴
収
不
能
の
額

を
記
載
す
る
こ
と
も
一
考
で
あ
り
、

例
え
ば
、
総
務
省
が
示
す
統
一
的

な
基
準
に
は
複
式
簿
記
の
設
定
が

あ
る
た
め
、
徴
収
不
能
引
当
金
を

記
載
す
る
こ
と
で
、
会
計
が
よ
り

明
確
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

問

９
月
の
総
括
結
論
で
、
令
和

３
年
度
の
実
質
収
支
比
率
が
高
す

ぎ
る
こ
と
に
つ
い
て
所
管
に
見
解

を
た
だ
し
た
が
、
代
表
監
査
委
員

の
見
解
も
伺
う
。

答

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
も
あ
り
、

異
常
値
に
近
い
印
象
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
以
前
に
関
し
て
は
財
政

対
策
に
よ
る
削
減
化
策
を
行
っ
て

い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
数
値
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

測
や
相
談
を
行
う
等
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。
今
後
も
感
染
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
市
民
が
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
、
利

用
者
数
が
元
に
戻
る
よ
う
考
え
て

い
き
た
い
。

問

９
月
の
総
括
結
論
で
、
税
金

の
無
駄
遣
い
と
思
わ
れ
る
随
意
契

約
案
件
や
高
値
落
札
等
が
た
く
さ

ん
あ
り
指
摘
し
た
。
令
和
３
年
度

決
算
審
査
の
結
果
と
し
て
お
お
む

ね
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
と

記
載
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
監
査
を
行
っ
た
の
か
。

答

ど
こ
に
水
準
を
置
く
か
に
よ

る
が
、
数
字
的
な
基
準
は
な
い
た

め
重
要
性
を
勘
案
し
、
こ
の
程
度

で
あ
れ
ば
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る

と
判
断
し
た
。
監
査
方
法
に
つ
い

て
は
監
査
基
準
に
従
い
行
っ
た
。

問

国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護

保
険
事
業
の
両
特
別
会
計
は
表
向

き
の
収
支
で
は
分
か
ら
な
い
が
、

繰
入
金
や
未
収
金
等
を
勘
案
す
る

と
、
本
来
は
赤
字
が
多
額
に
あ
る
。

法
的
に
は
現
在
の
会
計
で
問
題
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
記
載
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。
代
表
監
査
委

員
の
見
解
を
伺
う
。

答

監
査
委
員
の
立
場
か
ら
す
る

と
赤
字
を
減
ら
す
よ
う
求
め
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
う
簡
単
に
は
減

ら
な
い
こ
と
も
同
時
に
理
解
す
る

特
別
委
員
会

の
主
な
質
疑

問

令
和
３
年
度
の
い
じ
め
や
学

習
指
導
の
項
目
で
の
相
談
件
数
は

ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。
数
字
上
、
こ

れ
で
十
分
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い

と
感
じ
る
が
、
こ
の
状
況
を
改
善

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

行
政
と
し
て
も
、
相
談
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
課
題
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
教
員
や
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
、
庁
内
の
関
係
所
管
、
庁
外
の

関
係
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携

や
事
業
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た

め
、
市
役
所
の
未
病
セ
ン
タ
ー
は

予
約
制
と
な
り
、
令
和
３
年
度
の

１
日
の
平
均
利
用
者
数
は
３
人
だ

っ
た
。
１
階
と
い
う
利
便
性
の
高

い
場
所
に
設
置
し
て
い
る
た
め
、

感
染
を
防
止
し
な
が
ら
、
利
用
者

を
迎
え
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

予
約
な
し
で
来
庁
し
た
場
合

で
も
予
約
枠
が
あ
い
て
い
れ
ば
計

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
は
、

第
３
回
定
例
会
の
９
月
１２
日
、
１３

日
及
び
１4
日
の
３
日
間
、
総
務
、

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
会
の
所

管
別
審
査
及
び
全
般
審
査
を
行
い
、

１６
日
の
総
括
結
論
で
は
、
市
長
ほ

か
関
係
職
員
の
出
席
を
求
め
、
審

査
を
し
ま
し
た
が
、
閉
会
中
継
続

審
査
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
今
定
例
会
の
１１
月
８
日
に

継
続
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員

（
総
務
所
管
担
当
）

　
　

髙
野　
　

毅
委
員

　
　

平
野

和
之
委
員

　
　

松
本　
　

寛
委
員

　
　

丸
山

治
章
委
員

（
教
育
民
生
所
管
担
当
）

　
　

八
木
野
太
郎
委
員

　
　

江
渕
真
紀
子
委
員

　
　

桑
原

泰
恵
委
員

　
　

長
島

一
由
委
員

９
月
９
日
、
正
副
委
員
長
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　

髙
野　
　

毅
委
員
長

　
　

八
木
野
太
郎
副
委
員
長

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

市 債 の 状 況 （単位：円）

区分 令和２年度末 
借入残高(A)

令和３年度
借入額

令和３年度
元金償還額

令和３年度末
借入残額(B)

借 入 残 額
増減（BーA)

一 般 会 計 17,718,491,126 1,626,296,000 1,953,627,708 17,391,159,418 △327,331,708

令和3年度末の市債借入残高は、173億9115万9418円で、前年度末に比較して、3億2733万
1708円減少した。

財 務 比 率 の 推 移
年度別

区分 3 2 元 備　　　　　　　　　　　　　考

実質収支比率（%） 17.5 13.1 10.5 実質収支の黒字・赤字は財政運営状況を判断するポイント
で、この比率は標準財政規模に対するその割合をいう。

経常収支比率（%） 85.6 93.2 97.1
財政の弾力性を示す指標で、経常一般財源に対する経常的
経費の割合をいう。この比率が高いほど経常余剰財源が少
なく、財政の硬直化が進んでいることを示している。

公債費比率（%） 8.6 8.6 8.5 公債費（元利償還金支払総額）の一般財源に占める割合を
いう。

財政力指数 0.837 0.861 0.866
財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で
除して得た過去3年間の平均値。この数値が高いほど財源
に余裕があることを示す。
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一
般
質
問
の
要
旨

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

１
校
が
抽
出
さ
れ
た
が
、
ウ

ェ
ブ
回
答
で
あ
っ
た
た
め
結

果
の
詳
細
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
生
徒
の
様
子
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
職
員
全

体
で
共
通
理
解
を
図
り
、
必

要
な
対
応
を
検
討
す
る
準
備

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
実
態

の
把
握
に
努
め
る
方
向
で
も

検
討
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
公
共
施
設
の

整
備
計
画
、
通
学
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

を
受
け
て
い
る
が
、
市
内
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

国
の
交
付
金
を
う
ま
く
活
用

し
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

市
長

業
態
や
業
種
に
よ
り

影
響
の
度
合
い
も
異
な
る
と

は
思
う
が
、
影
響
は
広
範
囲

に
及
ぶ
こ
と
を
考
え
て
注
視

し
て
い
る
。
支
援
策
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
前
定
例
会
で

ご
承
認
い
た
だ
い
た
小
規
模

事
業
者
等
活
性
化
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
実
施
で
き
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策

周
知
と
啓
発
が
重
要

問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策

に
は
周
知
と
啓
発
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
本
市
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
の
認
識
と

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

令
和
２
年
１２
月
に

文
部
科
学
省
か
ら
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
関
す
る
調
査
の
依

頼
が
あ
り
、
本
市
の
中
学
校

健
康
寿
命
の
延
伸
へ

医
療
費
抑
制
の
取
組
を

問

こ
れ
ま
で
健
康
寿
命
の

延
伸
と
医
療
費
の
抑
制
を
目

指
し
て
取
組
を
推
進
し
て
き

た
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
組
を
進
め
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
市
民
の
健
康
増

進
の
観
点
か
ら
も
特
定
健
診

の
受
診
率
向
上
を
図
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
１
５
０
０

円
の
自
己
負
担
を
無
料
に
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

今
後
は
運
動
の
習
慣

化
を
継
続
し
、
健
康
施
策
や

医
療
費
抑
制
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
る
の
か
分
析
し

な
が
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
役
立
て
て
い
き
た
い
。
特

定
健
診
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
無
料
化
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

原
材
料
価
格
高
騰
に
よ

る
市
内
事
業
者
支
援
を

問

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
多

く
の
事
業
者
が
原
油
・
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
影
響

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本

市
で
は
も
ち
ろ
ん
日
本
全
体

で
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、

医
療
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
８
割
以
上
の
市
民
が
医

療
面
で
困
り
ご
と
が
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
分
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
病
院

の
誘
致
も
含
め
た
本
市
に
必

要
な
医
療
に
つ
い
て
、
市
民

や
逗
葉
医
師
会
と
の
話
合
い

を
重
ね
な
が
ら
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
環
境

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
高
齢
者

の
団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
開
催
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
相
乗
効
果
が
出
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長

高
齢
者
の
立
ち
位
置

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
子

育
て
を
、
子
育
て
し
て
い
る

方
々
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
高
齢
者
の
方
々

が
普
段
か
ら
交
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
子
育
て
を
す
る
環
境
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

逗
子
に
本
当
に
必
要
な

医
療
は
ど
う
い
う
の
か

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
経
て
、
市
民
も
医
療
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
の
で

は
な
い
か
。
今
ま
で
と
は
違

う
角
度
か
ら
本
市
の
医
療
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

本
市
に
本
当
に
必
要
な
医
療

は
ど
う
い
う
医
療
な
の
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

７
月
２4
日
に
開
催
し

市
政
運
営
で
重
要
な
の

は
持
続
的
な
財
政
安
定

問

こ
の
４
年
間
、
市
長
は

民
間
企
業
の
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
財
政

再
建
を
一
丁
目
一
番
地
と
し

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和

３
年
度
に
は
、
財
政
調
整
基

金
と
し
て
は
最
高
の
２３
億
円

強
を
積
み
立
て
た
。
来
年
度

も
市
政
運
営
を
す
る
な
ら
ば

財
政
の
安
定
を
保
ち
な
が
ら

に
な
る
と
思
う
が
、
財
政
を

ど
の
よ
う
に
導
い
て
い
く
の

か
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

今
後
と
も
入
り
と
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が

鉄
則
で
あ
る
。
歳
入
は
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
安
全
に
、

歳
出
に
つ
い
て
は
的
確
に
見

込
み
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予

算
を
適
正
に
配
分
し
た
い
。

自
然
の
中
で
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
流
が
必
要

問

人
口
の
約
１５
％
し
か
い

な
い
子
供
を
市
全
体
で
育
て

る
観
点
か
ら
、
子
供
と
市
民

青
い
海
と
み
ど
り
豊
か
な

美
し
い
自
然
は
逗
子
の
宝
物

安
心
安
全
で
自
然
を
生
か
し
た

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
!!

市
政
ク
ラ
ブ

匂
坂

祐
二

議
員

無
会
派
　
　
佐
藤

恵
子

議
員

元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
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一
般
質
問
の
要
旨

が
終
了
し
た
。
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

交
通
事
業
者
と
の
利

活
用
も
実
施
し
た
が
、
課
題

を
幾
つ
か
感
じ
て
い
る
。
本

市
に
見
合
う
公
共
交
通
の
導

入
に
向
け
て
粘
り
強
く
挑
戦

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改
革
、

英
語
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授

業
、
終
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

や
く
９
月
２１
日
か
ら
食
缶
方

式
の
中
学
校
給
食
が
開
始
さ

れ
た
が
、
課
題
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
お
り
、
ボ
ッ
ク
ス

ラ
ン
チ
時
に
課
題
と
な
っ
て

い
た
残
食
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
。

教
育
長

盛
り
付
け
や
片
付

け
等
に
、
ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ

と
比
べ
て
若
干
時
間
が
か
か

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

教
育
部
長

残
食
率
は
、
ボ

ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
時
の
令
和
３

年
１２
月
は
４
・
４
％
、
食
缶

方
式
の
給
食
へ
移
行
直
後
は

７
・
４
％
だ
っ
た
。
今
後
の

提
供
量
は
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
足
の
確
保
を

速
や
か
に

問

市
内
に
は
ミ
ニ
バ
ス
が

通
ら
な
い
高
台
に
あ
る
住
宅

地
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

い
か
に
し
て
地
域
の
足
を
確

保
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験

子
ど
も
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ

問

J
R
東
逗
子
駅
前
の
再

整
備
で
は
、
子
育
て
機
能
を

集
約
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。
子
供
を
保

育
園
へ
預
け
な
が
ら
都
内
な

ど
へ
通
勤
す
る
子
育
て
世
代

を
応
援
す
る
た
め
に
も
、
駅

近
の
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

東
逗
子
駅
前
用
地
の

集
約
化
・
複
合
化
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
移
転
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
駅
近
の
送

迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

証
実
験
は
、
利
用
す
る
方
々

の
利
便
性
も
考
慮
し
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
。

遂
に
開
始
中
学
校
給
食

更
に
美
味
し
く
な
あ
れ

問

今
か
ら
約
１７
年
前
、
保

護
者
と
と
も
に
中
学
校
給
食

早
期
実
現
の
署
名
を
集
め
、

前
市
長
に
提
出
し
た
。
よ
う

小
児
医
療
費
助
成
高
３
ま
で
拡
充

所
得
制
限
撤
廃
は
県
内
市
初
実
施

無
会
派

加
藤

秀
子

議
員

伺
う
。

市
長

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
居
場
所
の
一
つ

と
し
て
、
重
要
性
を
認
識
し

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
図

っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
今

す
ぐ
に
支
援
の
方
法
を
答
え

ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
が
、

状
況
を
把
握
し
、
何
が
一
番

適
切
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
市
立
小
中
学

校
で
の
い
じ
め
問
題
、
中
学

校
部
活
地
域
移
行
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
人
の
為
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

問

地
域
の
方
、
利
用
者
の

声
を
聞
き
、
公
園
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
な
が

ら
、
個
々
の
公
園
の
課
題
に

向
き
あ
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
公
園
整
備
の
方

針
・
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
公
園
の
整
備
に
当
た

り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

の
導
入
や
公
園
全
体
を
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
化
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
都
市
部
長

様
々
な
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
公
園
の
再
編
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
誰
も
が
共
に
遊

べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
・
公
園
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
視
点
で
、

権
利
や
意
見
の
尊
重
を

問

子
ど
も
に
と
っ
て
何
が

最
善
か
と
い
う
視
点
を
持
っ

て
、
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど

も
の
権
利
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。
ま
た
、
子
ど
も

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
の
か
。

市
長

来
年
度
、
教
育
委
員

会
で
人
権
指
針
を
策
定
す
る

中
で
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
最
優
先
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

経
営
企
画
部
長

子
ど
も
議

会
で
提
案
い
た
だ
い
た
市
税

の
オ
ン
ラ
イ
ン
納
付
と
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
子
供
の
居
場
所
を

問

不
登
校
に
な
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
、
特
に
そ
の
居
場

所
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
基
準

を
設
け
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

支
援
事
業
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
通
う
方
へ
の
経
済

的
支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て

多
世
代
が
交
流
で
き
る

公
園
や
居
場
所
を

市
政
ク
ラ
ブ

桑
原

泰
恵

議
員

逗
子
海
岸
は
み
ん
な
の
居
場
所

中
学
校
給
食
署
名
集
め
か
ら

17
年
「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
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一
般
質
問
の
要
旨

ト
制
度
を
利
用
し
て
お
願
い

す
る
の
は
安
全
面
の
問
題
も

あ
る
た
め
、
駅
前
広
場
で
の

事
業
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス

会
社
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の

方
々
に
、
植
え
込
み
等
の
管

理
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
で

き
る
か
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長

事

業
者
３
者
に
対
し
、
付
近
の

美
化
活
動
、
植
栽
帯
の
花
植

え
、
維
持
管
理
等
の
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
多
少
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
含
め
た

仕
組
み
と
い
う
の
も
考
え
な

が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

安
全
な
自
転
車
走
行
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

問

自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
、
啓
発
運
動

や
自
転
車
講
習
な
ど
も
警
察

と
連
携
し
行
っ
て
き
て
い
る

が
、
交
通
量
が
増
え
る
時
間

帯
・
買
物
で
の
時
間
帯
等
に

商
店
街
の
力
を
借
り
て
、
音

楽
に
乗
せ
て
啓
発
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

環
境
都
市
部
長

商
店
街
の

放
送
設
備
を
活
用
し
た
広
報

啓
発
な
ど
、
商
店
街
と
連
携

し
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
商

店
会
等
、
地
域
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
自
転

車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に

向
け
て
は
必
要
な
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

逗
子
駅
前
広
場
の

植
え
込
み
の
整
備
を

問

逗
子
駅
前
広
場
の
植
え

込
み
の
草
の
生
い
茂
り
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
が
あ
る
。
逗

子
駅
前
広
場
は
交
通
量
も
多

く
、
市
民
の
方
々
に
ア
ダ
プ

補
助
犬
っ
て
な
ぁ
に
？

理
解
と
普
及
啓
発
を

問

公
共
施
設
や
飲
食
店
等
、

補
助
犬
の
同
伴
を
拒
ん
で
は

な
ら
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
補

助
犬
へ
の
理
解
が
低
く
、
本

市
と
し
て
の
啓
発
や
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
補
助
犬
を
通
じ
て
障

が
い
の
あ
る
方
々
へ
の
理
解

と
、
社
会
の
多
様
性
を
知
っ

て
い
た
だ
く
等
、
子
供
た
ち

へ
の
教
育
の
一
環
に
な
れ
ば

と
考
え
る
が
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

福
祉
部
次
長

こ
れ
ま
で
も

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

夏
に
は
、
商
店
街
連
合
会
で

啓
発
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い

た
だ
い
た
。

教
育
長

各
学
校
に
お
い
て
、

盲
導
犬
も
含
め
た
福
祉
学
習

が
深
ま
る
よ
う
な
取
組
が
で

き
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

地
域
社
会
の
取
組
を
!!

公
明
党
逗
子
市
議
団

江
渕

真
紀
子

議
員

40
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
す
る
確
率
は
90
％

自
民
党
逗
子
市
議
団

丸
山

治
章

議
員

震
化
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
の
耐
震
補
強
工
事

の
補
助
実
績
は
、
４
件
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。
地
域
ご

と
の
防
災
訓
練
で
の
周
知
、

耐
震
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談

会
を
開
催
し
て
お
り
、
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
、
小
坪
地
域
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
、
子
育
て
施
策
、

国
民
の
保
護
、
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

つ
か
の
市
町
で
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
支
援
制
度
が
あ
る

が
、
本
市
も
普
及
に
力
を
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

経
営
企
画
部
長

復
電
さ
れ

た
際
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
目

的
か
ら
、
設
置
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
設
置
に
係
る
補
助
金

を
実
際
に
行
っ
て
い
る
団
体

の
現
状
を
把
握
し
て
い
く
。

木
造
住
宅
耐
震
化
の

進
捗
状
況
は
？

問

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
補
強
工
事
等
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
本
市
の
耐
震
化

が
必
要
と
さ
れ
る
木
造
住
宅

の
戸
数
か
ら
、
こ
こ
数
年
の

実
施
状
況
を
考
え
た
場
合
、

今
現
在
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
伺
う
。

環
境
都
市
部
長

逗
子
市
耐

震
改
修
促
進
計
画
の
令
和
７

年
度
目
標
値
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
自
然
な
建
替
え
を

除
い
て
、
約
１
千
８
百
戸
耐

南
海
ト
ラ
フ
地
震

発
生
時
の
被
害
想
定
は

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
本
市
の
被
害

想
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
も
し
直
接
の
被
害

が
な
か
っ
た
場
合
、
物
流
の

遮
断
等
の
間
接
的
な
被
害
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
想
定

を
し
て
い
る
か
。

経
営
企
画
部
長

国
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
本
市
に
お
け
る
被

害
は
最
大
の
ケ
ー
ス
で
震
度

５
強
、
最
大
９
メ
ー
ト
ル
の

津
波
。
被
害
が
少
な
い
場
合

で
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
交

通
支
障
の
長
期
化
、
計
画
停

電
や
物
流
の
遮
断
等
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
に
つ
い
て

問

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

本
市
で
は
支
援
制
度
が
な

い
。
神
奈
川
県
内
で
、
い
く

消
防
庁
予
防
課
よ
り

補
助
犬
ス
テ
ッ
カ
ー
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一
般
質
問
の
要
旨

も
生
じ
て
い
る
。
改
善
に
向

け
５
０
０
０
万
円
規
模
を
超

え
る
財
政
処
置
を
講
じ
る
べ

き
だ
。
②
子
ど
も
の
マ
ス
ク

着
用
に
よ
る
「
笑
顔
半
減
化
」

を
ど
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で

に
改
善
す
る
つ
も
り
か
。

市
長

①
指
摘
さ
れ
た
額
、

も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
額
を

調
整
し
た
い
。

教
育
長

②
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
弊
害
が
懸
念
さ
れ
る
も

の
の
、
国
か
ら
通
知
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
考
え
方
を
保

護
者
宛
に
通
知
し
た
が
、
マ

ス
ク
着
用
の
現
状
に
あ
る
。

問

①
「
公
共
施
設
整
備
計

画
」
第
１
期
実
施
計
画
に
、

避
難
施
設
へ
の
言
及
が
な
い
。

気
候
変
動
に
鑑
み
公
共
施
設

の
新
築
・
改
築
に
際
し
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
、
非
常
用
水
タ

ン
ク
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
等
を
設
置
し
、

地
域
防
災
の
拡
充
も
同
時
に

図
る
べ
き
だ
。
②
米
軍
接
収

地
は
市
民
の
防
災
拠
点
と
し

て
施
設
や
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

処
で
き
る
よ
う
久
木
側
ゲ
ー

ト
の
解
錠
を
求
め
る
べ
き
だ
。

市
長

①
建
物
の
利
用
形
態

や
目
的
、
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

経
営
企
画
部
長

②
久
木
側

ゲ
ー
ト
の
現
状
以
上
の
開
放

は
直
ぐ
に
は
難
し
い
。

教
育
課
題
へ
の
組
織
的
対
応

と
マ
ス
ク
の
弊
害

問

①
コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も

環
境
の
変
化
に
対
し
、
市
の

組
織
的
対
応
は
全
く
不
十
分

で
あ
り
、
重
大
い
じ
め
事
案

人
口
減
少
に
よ
る

市
内
経
済
へ
の
影
響

問

市
は
現
総
合
計
画
の
大

目
標
「
人
口
維
持
」
を
断
念
。

同
計
画
の
終
る
１６
年
後
２
０

３
８
年
迄
に
７
５
０
０
人
減

る
と
し
た
「
将
来
展
望
人
口
」

に
改
め
る
と
い
う
。
こ
れ
は

ア
ザ
リ
エ
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
等

の
高
所
住
宅
団
地
が
一
切
な

か
っ
た
昭
和
4０
年
代
初
頭
の

人
口
と
同
等
で
あ
り
、
不
動

産
や
小
売
等
が
当
時
の
消
費

量
に
落
ち
込
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
市
内
事
業
者
、
特

に
当
時
を
知
り
実
感
の
あ
る

事
業
者
と
課
題
を
共
有
し
、

人
口
対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

市
長

事
業
者
と
は
、
時
代

の
変
化
に
適
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
行
政
の
役
割
と

は
、
そ
の
た
め
の
情
報
を
適

切
に
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
、

人
口
減
少
克
服
に
は
、
国
の

方
針
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
。

地
域
防
災
と
接
収
地
久
木
側

ゲ
ー
ト
の
解
錠

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
常
に
市
民
と
共

に
！
市
の
方
針
と
総
合
計
画

無
会
派

松
本

寛

議
員

本
市
の
内
外
に
フ
ァ
ン
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
、
観
光
事

業
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

本
市
だ
け
で
完
結
す
る
観
光

は
限
り
が
あ
り
、
訪
れ
る
方

は
、
三
浦
半
島
や
湘
南
一
帯

の
中
の
逗
子
市
と
い
う
考
え

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

課
題
は
あ
る
が
、
広
域
の
観

点
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
今
後
の
事
業

展
開
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

と
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
部
長

不
妊
治
療
と
併

せ
て
、
不
育
症
治
療
の
助
成

制
度
も
来
年
度
か
ら
再
開
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

観
光
行
政
の
推
進
で

関
係
人
口
を
創
出
!!

問

人
口
維
持
を
掲
げ
る
の

で
あ
れ
ば
、
観
光
も
一
つ
の

手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
地
域
経
済
へ

の
還
元
だ
け
で
は
な
く
、
関

係
人
口
の
創
出
、
更
に
は
移

住
に
つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

観
光
行
政
の
検
討
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
近

隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
や
、

民
間
企
業
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
の
も
手
段
の
一

つ
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長

指
摘
の
と
お
り
、
最

終
的
に
は
移
住
、
定
住
に
つ

な
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も

市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
!!

問

今
年
４
月
か
ら
不
妊
治

療
が
保
険
適
用
と
な
っ
た
た

め
、
県
が
行
う
不
妊
治
療
助

成
制
度
が
廃
止
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
上
乗
せ
で
行
っ

て
い
る
本
市
助
成
制
度
も
、

令
和
５
年
度
中
に
対
象
者
が

い
な
く
な
る
。
社
会
状
況
等

を
鑑
み
て
、
何
ら
か
の
形
で

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
を

維
持
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

財
政
対
策
に
よ
り
、
不
育
症

治
療
助
成
金
が
休
止
と
な
っ

て
い
た
が
、
不
妊
治
療
の
制

度
設
計
を
見
直
す
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
再
開
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

市
長

生
殖
補
助
医
療
に
つ

い
て
は
保
険
診
療
の
場
合
で

も
、
自
己
負
担
が
高
額
に
な

る
た
め
、
一
定
の
助
成
制
度

の
創
設
を
考
え
て
い
る
。
本

市
で
子
供
を
生
み
育
て
た
い

と
い
う
方
へ
の
経
済
的
サ
ポ

ー
ト
を
充
実
し
て
い
く
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

髙
野

毅

議
員

観
光
か
ら
移
住
・
定
住
に

つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を

人
口
減
少
に
昭
和
40
年
代

初
頭
の
記
憶
を
活
か
せ
る
か
？ 逗子フォトより

逗子フォトより
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一
般
質
問
の
要
旨

市
長
が
掲
げ
た
市
民
を
笑
顔
に

す
る
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

自
民
党
逗
子
市
議
団

桐
ケ
谷

一
孝

議
員

ス
ク
リ
ュ
ー
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

物
価
高
・
経
済
災
害
に
財
政
出
動
を

無
会
派

平
野

和
之

議
員

等
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
を

上
げ
る
施
策
は
い
か
が
か
。

福
祉
部
次
長

セ
ン
タ
ー
は

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
の
観
点
か

ら
利
用
人
数
を
制
限
し
て
運

用
し
て
い
る
。
今
後
の
感
染

状
況
を
見
な
が
ら
、
本
来
の

利
用
の
趣
旨
に
沿
っ
た
形
で

利
用
を
お
願
い
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
二
元
代
表
制

の
認
識
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

観
光
政
策
と
上
下
水
道
管
等

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

た
が
、
本
市
で
も
下
水
道
使

用
料
の
値
上
げ
分
を
引
き
下

げ
る
た
め
の
財
源
に
し
て
は

ど
う
か
。

環
境
都
市
部
担
当
部
長

下

水
道
使
用
料
は
経
費
回
収
率

が
県
内
市
で
は
最
低
の
率
で
、

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
下

水
道
施
設
改
築
等
に
必
要
な

国
の
交
付
金
が
受
け
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
っ
た
た
め
、

早
急
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

っ
た
。
健
全
な
経
営
を
図
る

た
め
、
単
に
不
足
分
を
財
政

調
整
基
金
等
か
ら
補
填
す
る

こ
と
は
現
時
点
で
す
べ
き
で

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
の
節
約
に
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

問

コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
の

在
宅
率
は
高
く
、
水
道
光
熱

費
等
の
支
出
が
増
え
て
い
る
。

無
料
バ
ス
を
使
っ
て
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
で
過
ご
し
て
い
た

だ
き
、
お
風
呂
も
利
用
す
る

と
家
計
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

非
課
税
世
帯
の
上
の
層

の
支
援
と
起
業
支
援
を

問

物
価
高
で
、
家
計
が
一

番
苦
し
い
の
は
非
課
税
世
帯

の
上
の
層
で
あ
り
、
負
担
軽

減
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

不
況
に
な
る
と
起
業
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
が
、
賃
料
等

費
用
面
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

起
業
し
て
い
る
場
合
で
も
課

題
は
あ
り
、
物
価
高
で
も
経

営
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

行
政
が
い
き
な
り
介

入
し
て
も
的
を
射
た
施
策
に

は
な
ら
な
い
た
め
、
商
工
会

や
経
済
界
と
の
綿
密
な
連
携

が
必
要
と
考
え
る
。
効
果
的

な
施
策
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
詰
め
て
い
き
た
い
。

25
％
の
下
水
道
料
金

引
上
げ
の
見
直
し
を

問

経
済
災
害
と
い
う
観
点

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
等
を

使
っ
て
財
政
出
動
す
べ
き
と

考
え
る
。
大
阪
市
で
は
時
限

的
に
水
道
料
金
等
を
減
額
し

下
水
道
料
金
値
上
げ
表

認
知
症
予
防
に
は
脳
ト
レ

が
効
果
的
で
あ
る
！

問

認
知
症
予
防
と
し
て
、

市
で
は
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
を

使
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
一
人
で
悩
ま
な
い
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
認
知
症

ケ
ア
相
談
で
は
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
次
長

月
１
回
、
精

神
保
健
福
祉
士
と
の
相
談
の

機
会
を
設
け
て
お
り
、
相
談

後
、
認
知
症
疑
い
の
高
齢
者

が
い
る
ご
家
族
の
不
安
等
、

解
消
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

今
後
の
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
を
判
断
す
る
た
め
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
気
軽
に

活
用
で
き
る
よ
う
今
後
も
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

私
た
ち
の
子
や
孫
へ
誇

れ
る
環
境
を
受
け
渡
す
！

問

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
市
は
住
宅
関
連
設

備
等
へ
の
補
助
制
度
を
創
設

し
た
。
行
政
で
は
限
界
は
あ

る
が
、
こ
れ
以
上
、
地
球
環

境
を
破
壊
し
な
い
た
め
に
も
、

早
期
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
が
、
県
内
や
三
浦
半
島

地
域
に
お
い
て
、
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
か
じ
取

り
を
担
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

市
長

環
境
を
い
か
に
子
供

た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
か
、

大
き
な
責
任
が
あ
る
。
実
効

性
あ
る
手
段
は
、
手
探
り
の

状
態
だ
が
、
逗
子
市
の
範
囲

を
超
え
て
で
も
我
々
は
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
、
事
業
者
、

市
民
全
員
で
取
組
を
開
始
す

べ
き
と
考
え
る
。

地
域
の
夢
と
希
望
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
逗
子
広
場
へ
！

問

Ｊ
Ｒ
東
逗
子
駅
と
の
友

好
関
係
を
よ
り
進
展
さ
せ
る

た
め
に
も
、
東
逗
子
駅
前
広

場
だ
け
で
は
な
く
、
駅
の
一

部
改
装
等
、
東
逗
子
駅
も
参

加
し
た
再
開
発
と
な
る
よ
う

行
政
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

経
営
企
画
部
長

Ｊ
Ｒ
側
か

ら
は
ま
ち
づ
く
り
で
協
力
で

き
る
部
分
が
あ
れ
ば
と
の
話

は
あ
る
が
、
具
体
的
な
も
の

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
特
に

費
用
の
面
で
、
ほ
と
ん
ど
が

市
の
負
担
で
行
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
東
逗
子
の
複
合
施

設
の
検
討
の
中
で
、
よ
り
住

民
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
と
相
談
し
て

い
き
た
い
。

小
坪
で
取
れ
る
ワ
カ
メ
は

C
O
2
削
減
に
も
つ
な
が
る
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一
般
質
問
の
要
旨

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

で
安
心
で
楽
し
い
子
育
て
を
応
援

公
明
党
逗
子
市
議
団

田
幡

智
子

議
員

「
命
」
と
「
暮
ら
し
」
の
た
め
の

仕
組
み
を
強
化

市
政
ク
ラ
ブ

服
部

誠

議
員

ま
れ
て
い
く
の
か
。

市
長

出
産
直
後
は
、
家
事

育
児
に
対
し
不
安
や
負
担
を

抱
え
る
方
も
多
い
こ
と
か
ら

支
援
す
る
事
業
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
産
前
産
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
調
査
の
集
計
結
果
等
を
分

析
し
て
、
必
要
な
産
後
ケ
ア

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

※
こ
の
他
に
、
ご
み
処
理
連

携
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

に
つ
い
て
、
図
書
館
の
取
組

を
伺
う
。

教
育
部
長

小
中
高
生
へ
向

け
、
図
書
館
職
員
が
選
ん
だ

お
勧
め
本
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
の
長
期
休
暇
期
間
に

小
学
生
向
け
の
お
は
な
し
会

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
来
館

を
促
し
、
読
書
に
親
し
む
機

会
を
設
け
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
中
に
は
、
小
学
生
に
自

身
が
お
勧
め
す
る
本
の
案
内

を
書
い
て
も
ら
う
も
の
も
あ

り
、
こ
れ
は
、
昨
年
度
の
子

ど
も
議
会
で
提
案
い
た
だ
い

た
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

乳
幼
児
を
育
て
る
マ
マ

寄
り
添
っ
た
支
援
を
！

問

出
産
か
ら
育
児
、
教
育

に
至
る
ま
で
切
れ
目
な
い
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、
訪
問
家
事
・

育
児
支
援
型
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
、
こ
の
体
制
に
組
み
込

東
逗
子
駅
前
活
性
化
は

移
動
手
段
の
検
討
も
!!

問

東
逗
子
駅
周
辺
の
活
性

化
を
考
え
る
と
き
、
現
在
の

ア
ザ
リ
エ
循
環
バ
ス
を
東
逗

子
駅
へ
延
伸
す
る
な
ど
公
共

交
通
の
拡
充
も
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

環
境
都
市
部
長

東
逗
子
駅

へ
の
延
伸
は
池
子
小
学
校
区

住
民
自
治
協
議
会
か
ら
、
現

行
の
ア
ザ
リ
エ
循
環
の
ミ
ニ

バ
ス
を
東
逗
子
駅
経
由
に
で

き
な
い
か
と
要
望
を
受
け
、

バ
ス
事
業
者
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
駅
構
内
の
ロ
ー
タ
リ

ー
へ
の
乗
入
れ
が
困
難
、
神

武
寺
ト
ン
ネ
ル
か
ら
東
逗
子

駅
間
の
カ
ー
ブ
区
間
の
道
路

幅
員
が
十
分
で
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
、
延
伸
は
難
し
い

と
の
回
答
を
受
け
た
。
こ
の

た
め
、
道
路
拡
幅
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
証
を
始
め
た
。

読
書
を
楽
し
み
親
し
む

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
！

問

児
童
生
徒
の
読
書
推
進

か
れ
て
い
る
地
理
的
環
境
や

学
校
規
模
に
よ
り
、
防
災
教

育
の
内
容
、
実
施
体
制
、
取

組
に
特
徴
が
生
じ
て
い
る
。

各
学
校
が
作
成
し
て
い
る
防

災
計
画
に
基
づ
い
て
、
毎
年
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
訓
練
が
効
果
的
な

も
の
に
な
る
よ
う
、
そ
の
前

後
で
、
関
係
あ
る
防
災
教
育

を
各
校
で
実
施
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
市
立
小
中
学

校
に
お
け
る
感
染
症
対
応
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

外
出
機
会
や
社
会
参
加
の
減

少
も
あ
り
、
体
力
が
落
ち
た
、

病
気
、
介
護
度
が
進
ん
だ
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行

動
制
限
や
活
動
自
粛
の
影
響

に
よ
り
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
不

足
に
な
っ
た
高
齢
者
の
生
活

習
慣
病
や
フ
レ
イ
ル
の
悪
化

を
予
防
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
活
動
が
で
き
る
よ
う

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
た
取
組
を
し
て
い
る
。
今

後
も
十
分
な
感
染
症
対
策
が

図
ら
れ
た
高
齢
者
サ
ロ
ン
の

運
営
や
介
護
予
防
教
室
等
を

開
催
し
な
が
ら
、
運
動
の
習

慣
化
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

防
災
教
育
の
推
進
に

つ
い
て

問

各
学
校
で
の
防
災
教
育

の
実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、

学
校
ご
と
に
特
色
の
あ
る
取

組
が
あ
る
が
、
現
在
の
方
向

性
を
伺
う
。

教
育
部
長

市
内
８
校
の
置

重
層
的
支
援
体
制
の

整
備
に
つ
い
て

問

今
後
の
社
会
の
変
容
か

ら
、
総
合
相
談
窓
口
と
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
の
事
業

の
一
体
的
な
実
施
は
非
常
に

重
要
と
考
え
る
。
課
題
と
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
長

抱
え
る
問
題
が
複
雑

化
、
複
合
化
し
て
か
ら
支
援

を
開
始
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
今
後
は
、
問
題
が
軽
微

な
段
階
で
支
援
を
開
始
で
き

る
よ
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の

手
法
に
よ
り
、
積
極
的
に
支

援
が
必
要
な
方
を
掘
り
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢
、

障
が
い
、
子
ど
も
等
関
連
部

署
が
各
種
専
門
機
関
、
地
域

の
方
々
と
十
分
な
連
携
を
図

り
問
題
を
抱
え
る
方
に
早
期

に
支
援
が
届
く
よ
う
努
め
る
。

元
気
な
高
齢
者
を

め
ざ
す
取
組
に
つ
い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

沼
間
中
学
校
で
行
わ
れ
た

生
徒
に
よ
る
避
難
所
設
置
訓
練

読
書
の
楽
し
み
を
図
書
館
で
知
ろ
う
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一
般
質
問
の
要
旨

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
の
か
。

市
長

現
在
の
将
来
負
担
比

率
は
１
１
・
７
％
だ
が
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
に

係
る
償
還
が
来
年
度
で
、
文

化
教
育
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
の

償
還
が
、
令
和
１０
年
度
に
完

了
す
る
。
今
ま
で
た
く
さ
ん

借
り
て
い
た
分
が
終
わ
る
の

で
、
そ
の
後
に
関
し
て
は
、

安
定
し
て
く
る
。
私
は
常
日

頃
か
ら
返
済
率
の
カ
ー
ブ
を

絶
対
上
げ
な
い
で
、
次
の
借

入
れ
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
で
確
か
に
最
終

年
度
で
は
１
０
０
億
円
近
く

に
な
る
が
、
２０
年
か
け
て

年
々
借
入
れ
、
返
済
し
て
い

く
の
で
、
こ
の
中
で
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
く
。

市
長
の
ボ
ー
ナ
ス
成
功

報
酬
連
動
型

問

市
長
は
現
在
、
報
酬
の

５０
％
削
減
を
行
っ
て
い
る
が

今
後
の
考
え
方
を
伺
う
。

逗
子
の
目
指
す
べ
き
都
市
像
と

自
治
体
経
営

無
会
派

長
島

一
由

議
員

市
長

財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ

に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

削
減
さ
れ
て
お
り
、
市
職
員

も
応
分
に
給
与
の
削
減
が
さ

れ
る
中
、
私
１
人
削
減
も
せ

ず
、
や
る
と
い
う
こ
と
は
、

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
任
期
中
は
５０
％
削
減
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
白
紙
の
状
態
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
住
民
投
票
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
改

正
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
の
経
営
改
革

問

会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
経
由
で
、
時
給
１
１
０
０

円
を
保
障
し
、
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
や
社
員
持
株
制
度

を
活
用
し
て
待
遇
改
善
を
図

り
な
が
ら
採
用
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

副
市
長

今
い
る
職
員
を
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
社
員

に
強
制
的
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
職
員
の
意
向
で
市

を
辞
め
て
、
派
遣
法
で
定
め

る
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
を
置
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
新
規

に
採
用
す
る
職
員
を
パ
ブ
リ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
か
ら
派
遣
す

る
こ
と
は
可
能
だ
。

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

1
0
0
億
円
起
債
問
題

問

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
で
起
債
を
１
０
０

億
円
借
り
入
れ
た
場
合
、
将

来
負
担
比
率
が
６
％
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
ち
ゃ
ん

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処遇改善を求める意見書

　新型コロナウイルス感染の拡大により、入院が必要に
もかかわらず入院できない医療崩壊や、介護を受けたく
ても受けられない介護崩壊が現実となった。これは、感
染対策の遅れはもちろんのこと、他の先進諸国と比べ
ても圧倒的に少ない医療や看護師、介護職員や保健師
の不足が根本的な原因である。人手不足が長年続いて
いる状況を解消するためには、ＯＥＣＤ平均以下の看護
師の賃金収入など、ケア労働者の処遇改善は待ったなし
の状況にあり、１６時間連続で働き続けなくてはならない
過酷な長時間夜勤や、寝る間もない極端に短い勤務と勤
務の間隔などを解消するために、労働時間規制を含めた
実効ある対策は、猶予できない喫緊の課題である。
　毎年のように発生している自然災害時の対応や、新た
な感染症に備えるためにも、平常時から、必要な人員体
制の確保を国の責任で行い、対策の中心となる公立・公
的病院や保健所の拡充など機能強化を強く求めるもの
である。
　よって、逗子市議会は国に対し、安全・安心の医療・
介護実現のために、次の事項が実施されるよう要望する。
１�　安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看
護師・介護職員などの配置基準を抜本的に見直し、大

幅に増員すること。また、安定した人員確保のために
も、ケア労働者の賃上げを支援すること
２�　医療や介護現場における夜勤交替制労働に関わる労
働環境を抜本的に改善すること
　（１）�　労働時間の上限規制や勤務間インターバル確保、

夜勤回数の制限など、労働環境改善のための規制
を設け、実効性を確保するための財政的支援を行
うこと

　（２）　夜勤交替制労働者の週労働時間を短縮すること
　（３）�　介護施設や有床診療所などで行われている１人

夜勤体制をなくし、複数夜勤体制とすること
３�　新たな感染症や災害対策に備えるため、公立・公的
病院を拡充・強化し、保健所の増設など公衆衛生体制
を拡充すること
４　患者、利用者の負担を軽減すること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

令和４年１１月１７日� 逗　子　市　議　会

旧
郷
土
資
料
館
か
ら

富
士
を
望
む
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
介護保険制度の改善を求める意見書

　介護保険は施行２２年を経過したが、必要なサービス
を利用できない実態が広がっており、家族介護を理由
とした介護離職も高止まりしている。また、介護事務
所では、深刻な人手不足と、低い介護報酬のもとでの
経営難が続いており、コロナ禍はこうした事態を一層
加速させている。
　政府は、２０２３年通常国会に向けて介護保険見直しの
検討を進めている。利用料２割・３割負担の対象者拡大、
要介護１、２のサービス軽減、ケアプラン作成への自
己負担導入等、負担増と給付削減の提案が目白押しで
ある。利用者と事業者双方に更なる矛盾や困難を押し
つけるものであり、認めることはできない。
　２０２２年２月から新たな介護従事者の処遇改善が開始
されているが、全産業平均給与との差を埋めるには程
遠い水準であり、ケアマネージャー、訪問看護師、福
祉用具相談員などが対象から外されているなど職場に
混乱と分断を持ち込む内容である。１０月からは介護報
酬に組み込むとされており、新たな利用料負担が発生
する。また、政府はテクノロジー機器の導入と引き換
えに、職員の配置基準を大幅に引き下げようとしている。
人手不足を解消し、行き届いた介護を実現するためには、
介護報酬を引き上げ、処遇を改善し、介護従事者を大
幅に増やして、一人夜勤をなくし複数にすること、人
員配置基準の引き上げこそ必要である。新型コロナウ
イルス感染症対策強化として、検査・ワクチン体制の

整備、在宅・施設での陽性者・クラスター対応への支援、
事業所に対する公費による減収補填などが求められる。
　よって、逗子市議会は国に対し、次の事項が実施さ
れるよう要望する。

１�　介護保険の利用に新たな困難をもたらす利用料の
引上げ、要介護１、２の生活援助などの保険外し、
ケアプランの有料化、貸与の福祉用具を購入に変更
するなどの見直しを行わないこと
２�　全額公費により、全ての介護従事者の給与を全産
業平均水準まで早急に引き上げること。介護従事者
を大幅に増やし、一人夜勤の解消、人員配置基準の
引上げを行うこと
３�　利用者が安心して介護を受けることができ、介護
事業所・従事者が不安なく介護を提供できるよう、
新型コロナウイルス感染症対策を強化すること
４�　介護保険料、利用料、食費・居住費などの負担軽減、
介護報酬の改善など、介護保険制度の抜本的な見直
しを行うこと。介護保険財政における国庫負担の割
合を大幅に引き上げること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

　令和４年１１月１７日 逗　子　市　議　会

医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての労働者の
大幅賃上げを求める意見書

　新型コロナの感染拡大から２年以上が過ぎ、医療提
供体制や保健衛生業務の強化と国民生活への支援・補
償は、まさに喫緊の課題である。感染が拡大し、医療
崩壊が現実となった背景には、効率優先の医療提供体
制の再編・縮小や、医療従事者の抑制政策、感染症対
策の要となる保健所を減らしてきた日本の医療・社会
保障政策の誤りがあり、そのことが医療現場に多大な
混乱と苦難をもたらし、国民の命を危うくしている。
　政府は、看護師、介護士、保育士などのケア労働者
の賃金引上げを行うことを明らかにしたが、示された
額や範囲は低額かつ限定的であり賃金改善を実感でき
る水準ではない。
　政府が実施した看護師の賃上げ補助事業に関して、
１０月以降の診療報酬上の評価について、中央社会保険
医療協議会が８月１０日に答申を出した。今回の診療報
酬上の評価では賃上げ３％相当の月額１万２千円を盛
り込んだことは一定評価できるが、その一方で、今回
の賃上げ対象についても非常に限定的であり、就労看
護師約１６６万人のうち６１万人余りと４割にも満たない
対象者の割合であり、対象医療施設で見れば、１７万８
千余りある医療施設の内２,７２０施設、僅かに１.５％しか
対象になっていない。多種多様な専門職種によるチー
ムワークを最も重視される医療職場で、前回同様に一
部の対象者に絞り込む内容を繰り返せば、医療職場に

差別と分断を持ち込み、かえって混乱を広げることは
間違いない。国民の命と健康を守っている、全ての医
療機関や介護事業所と、そこで働く全ての労働者の労
働環境を抜本的に改善させる対策が急務である。医療・
介護・保育・福祉などの現場で働く全ての労働者の賃
金を大幅に改善できる予算措置が必要ではないか。
　よって、逗子市議会は国に対し、国民が安心して暮
らせる社会実現のために、次の事項が実施されるよう
要望する。

１�　医療・介護・保育・福祉などの現場で働く全ての
労働者を対象とした賃上げ補助を、全額国庫負担で、
事業所や施設に対し支援すること
２�　介護・保育・福祉などの現場で働く労働者の所定
内賃金を、全産業平均の水準になるよう対策を講じ
ること
３�　医療の現場で働く労働者の賃金については、ＯＥ
ＣＤ平均以上の水準になるよう対策を講じること

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

令和４年１１月１７日 逗　子　市　議　会
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
国に私学助成の拡充を求める意見書

２０２０年度４月１日施行の高等学校等就学支援金制度

拡充により、年収５９０万円未満世帯の私立高校に通う

生徒の経済的負担は大きく軽減した。

　しかし、文部科学省の調査では私立高校授業料の

２０２１年全国平均額は44万１,０００円、施設整備費等１4万

8,０００円の合計５8万９,０００円となっている。年収５９０万

円未満世帯でも、年額４万５,０００円の授業料負担が残り、

施設整備費と合わせて１９万３,０００円、年収５９０万以上世

帯では、就学支援金１１万8,8００円を除いても、4７万２００

円という高額の負担が残っている。殊に多子家庭では

多大な負担となる状況である。また初年度には全国平

均１６万３,０００円の入学金負担もあり、私立高校選択の

障壁になっている。こうした実態に対して政策理念に

立ち、授業料実質無償化となるよう、また年収５９０万

円以上世帯の学費負担軽減と、私学の学費負担の自治

体間格差解消をめざし、年収５９０万円以上世帯への前

年度授業料平均額の支給、授業料無償化世帯・支給対

象拡大などの拡充が求められる。

　一方、私立学校への経常費助成金の大幅な増額も必

要である。とりわけ少人数学級と、そのための専任教

諭増などの実現は、私立学校においても早急に取り組

まなければならない喫緊の課題であり、私立学校が公

教育として重要な役割を担っている立場から、１９７５年

私立学校振興助成法成立時の附帯決議に記された、１

／２助成を速やかに実現されることを強く求めるもの

である。私立高校の本当の意味での無償化はまだ達成

されておらず、これからの動きにかかっている。

　よって、逗子市議会は国に対し、公私の学費格差を

さらに改善し、全ての子供たちに学ぶ権利を保障する

ため、私学助成の一層の増額を図るよう要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出

する。

令和４年１１月１７日 逗　子　市　議　会

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
　今年度、神奈川県の私立高校に通う家庭への授業料

補助額は、年収７００万円未満世帯まで１万２千円増の

4５万６,０００円になった。また、新たに今年度から、１５

歳以上２３歳未満の子供３人以上の家庭に対しては、年

収8００万円未満の世帯まで4５万６,０００円が補助される制

度が新設され、県民の願いである学費負担の公私間格

差の是正がまた一歩進み、中学生の高校選択の幅が広

がった。

　しかし、これらの制度では補助対象が授業料に限定

されているため、生活保護世帯でも施設整備費等の負

担額が年間約２７万円残されている。近隣の都県、例え

ば年収９１０万円未満世帯まで授業料実質無償化を実現

している東京都、年収５００万円未満世帯まで施設費等

を含めた学費無償化を実現している埼玉県と比べると、

神奈川県の制度は見劣りする。愛知県では施設費を授

業料に振り替えることで平均授業料が上がり、授業料

補助額が増額になり、施設費が少額のため学費の9割

を補助金が賄っている。せっかく新設された多子家庭

に対する制度も、その対象は約７００名と、全体の１％

に留まっている。

　また、神奈川県の私立学校への生徒一人あたり、経

常費補助は、国基準を達成した幼稚園を除けば、小中

高いずれの校種でも国基準額を下回っている。その全

国順位は、県の近年の努力に関わらず、高校は4７都道

府県中4３位、中学校は4５都道府県中4５位、小学校は

３６都道府県中３２位と、全国最下位水準である。私立学

校においても少人数学級を実現するための専任教諭増

など、経常費補助増額は早急に取り組まなければなら

ない喫緊の課題である。また、この補助額の低い水準が、

保護者負担全国最上位クラスという高学費をもたらし

ている。

　近代私学発祥の地、神奈川県の私学は、各校が建学

の精神に基づき、切磋琢磨して特徴のある教育をつくり、

県民に多様な教育の機会を示して、豊かな日本社会の

形成に寄与しており、私立学校に通う児童生徒の保護

者負担を軽減し、私立学校の教育条件を向上させ、全

ての子供たちの学ぶ権利を保障するため、私学助成を

一層拡充していくことは県政における最重要課題である。

　よって、逗子市議会は神奈川県に対し、令和5年度

予算において私学助成の一層の拡充を図るよう要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出

する。

令和４年１１月１７日 逗　子　市　議　会
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。

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
な

ど
の
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
る

陳
情

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長

古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
①
医

療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
な
ど
の

現
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
を

対
象
と
し
た
賃
上
げ
補
助
を
、
全

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実

現
の
た
め
、
人
員
増
と
処
遇
改

善
を
求
め
る
陳
情

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長

古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
①
医

師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど
の

配
置
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
を
支
援
す
る
こ

と
。
②
夜
勤
交
替
制
労
働
に
関
わ

る
労
働
環
境
を
抜
本
的
に
改
善
す

る
こ
と
。
③
公
立
・
公
的
病
院
を

拡
充
・
強
化
し
、
公
衆
衛
生
体
制

を
拡
充
す
る
こ
と
。
④
患
者
・
利

用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

以
上
の
と
お
り
国
に
対
す
る
意
見

書
の
提
出
を
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め

る
陳
情

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長

古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
①
介

護
保
険
の
利
用
に
新
た
な
困
難
を

も
た
ら
す
利
用
料
の
引
上
げ
、
要
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市長提出議案

専決処分の承認について［令和 ４ 年度逗子市一般会計補正予
算（第 ６ 号）］ ― 承認 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市個人情報の保護に関する条例の制定について 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
逗子市総合計画策定条例及び逗子市まちづくり条例の一部
改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

逗子市職員の定年等に関する条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備について 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市職員給与条例及び逗子市一般職の任期付職員の採用
等に関する条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市小児の医療費の助成に関する条例の一部改正につい
て［教育民生常任委員会修正案と平野和之議員ほか １ 名提出
修正案中、共通部分を除く部分］

教

否決 × × × × ＊ × × × × × × × × × × 〇 〇

逗子市小児の医療費の助成に関する条例の一部改正につい
て［教育民生常任委員会修正案と平野和之議員ほか １ 名提出
修正案の共通部分］

可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市小児の医療費の助成に関する条例の一部改正につい
て［修正部分を除く原案］ 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市まちづくり条例の一部改正について － 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 ４ 年度逗子市一般会計補正予算（第 ７ 号） 総
教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 ４ 年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 ２ 号）教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
令和 ４ 年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
１ 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 ４ 年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第 １ 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和 ４ 年度逗子市下水道事業会計補正予算（第 ２ 号） 総 可決 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
令和 ３ 年度逗子市一般会計歳入歳出決算の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
令和 ３ 年度逗子市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

令和 ３ 年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和 ３ 年度逗子市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

令和 ３ 年度逗子市下水道事業会計決算の認定について 決 認定 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
公平委員会委員の選任について ― 同意 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出意見書案

安全・安心の医療・介護実現のため、人員増と処遇改善を求め
る意見書 ― 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

介護保険制度の改善を求める意見書 ― 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての労働者の大幅
賃上げを求める意見書 ― 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

国に私学助成の拡充を求める意見書 ― 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書 ― 可決 × × × × ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

※　付託委員会 ：  総…総務常任委員会　　教…教育民生常任委員会　　決…決算特別委員会　　－ …委員会付託を省略
※　賛否状況 ：○…賛成　　×…反対　　＊　菊池議長は、採決に加わらない。
※　公明党 ： 公明党逗子市議団の略

第 4回定例会の議案等の賛否状況一覧




